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ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
は
、
１
９
８
６
年
、
自

分
た
ち
の
伝
統
食
材

・
地
域
環
境
や
文

化
を
守
っ
て
行
こ
う
と
イ
タ
リ
ア
西
北

部
の
小
さ
な
村
「ブ
ラ
」
で
始
ま
っ
た
食

の
運
動
．
食
問
題
を
中
心
に
生
物
多
様

性
の
維
持
と
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目

指
し
て
い
る
。
８
９
年
に
ス
回
―
フ
ー
ド

協
会
（本
部
イ
タ
リ
ア
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
が
設

立
さ
れ
、
１
５
０
カ
国
１
３
０
０
支
部

１０
万
人
規
模
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

北
海
道
に
は
、
フ
レ
ン
ズ
北
海
道
と
占

冠
の
２
支
部
が
あ
り
、
各
地
域
の
生
産

者
を
中
心
に
、
食
や
環
境
に
興
味
の
あ

る
約
１
３
０
人
が
参
加
し
、
飯
ず
し
や

味
噌
づ
く
り
、
田
植
え
な
ど
伝
統
食
の

継
承
や
、
食
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

地
域
の
味
を
求
め
、
　
ョ

食
関
係
者
が

一
堂
に
集
結
」

２
年
に
１
度
、
ト
リ
ノ
市
で

開
催
さ
れ
る
世
界
大
会
は
、
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
の
理
念
を
ベ
ー
ス

に
、
「食
」を
考
え
る
国
際
的
な
イ

ベ
ン
ト
で
す
。学
術
的
な
研
究
展

示
や
発
表
が
あ
る
、
世
界
生
産

者
会
議
「テ
ど
フ
マ
ー
ド
と

と
、

世
界
最
大
級
の
食
の
国
際
見
本

市
「サ
ロ
ー
ネ
デ
ル
グ
ス
ト
」
が

同
時
に
開
催
さ
れ
、
開
催
中
の

来
場
者
は
２２
万
人
を
超
え
ま
す
。

会
場
に
は
、
大
陸
ご
と
に
各

国
の
農
産
物
や
加
工
品
が
並

び
、
八
列
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
、

在
来
種
や
希
少
種
を
保
護
し
よ

旅
圭日人

お
お
ま
ち

か
お
り

う
と
い
う

「味
の
箱
舟
」
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
や
、
ア
フ
リ
カ
の
菜

園
の
再
現
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

展
示
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
世

界
中
か
ら
集
ま
っ
た
生
産
者
を

中
心
に
、
料
理
人
や
研
究

ｏ
教

育
者
、
活
動
家
、
若
者
な
ど
に

向
け
て
、
地
域
の
農
産
物
生
産

日本、イタリア、 ドイツ、アルゼンチンでつく
られている味噌の食べ比べ

大陸ごとに各国の展示ブースがあるワール ド
会場には大勢が来場した
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を
未
来

へ
継
承
す
る
た
め
の
方

策
、
砂
漠
化

・
温
暖
化
と
農
業

の
在
り
方
、
持
続
可
能
な
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
会
議
や
セ

ミ
ナ
ー
、
味
覚
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
子
ど
も
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
、
２
０
０
以
上
の
テ
ー
マ

で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
食
の
国
際
見
本
市

は
、札
幌
ド
ー
ム
３
個
分
ほ
ど
の

巨
大
な
会
場
―
　
イ
タ
リ
ア
全

土
か
ら
集
ま
っ
た
、
生
産
者
を

公
平
に
評
価
し
、
地
域
で
守
ら

れ
て
き
た
味
、
環
境
と
人
間
や

動
物
の
命
や
健
康
を
害
し
な
い

も
の
、
と
い
う
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の

理
念

「お
い
し
い
、き
れ
い
、た
だ

し
い
」
の
主
旨
に
沿
っ
た
、
こ
だ

わ
り
の
食
材
ブ
ー
ス
が
連
な
り
、

数
日
あ
っ
て
も
全
て
が
回
れ
な

い
ほ
ど
の
充
実
の
内
容
で
す
。

発
酵
金
に
大
き
な
注
糠
．
ョ

北
海
道
と
総
磨
の

食
材
も
提
供

日
本
の
「Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」
は
、

す
で
に
世
界
で
認
知
さ
れ
、
加

え
て
２
０
１
３
年
、
″和
食
″
が

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
ユ
ネ

ス
コ
の
、
無
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
で
、
日
本
食
材
の

注
目
度
が
増
々
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。会
場
で
は
、
日
本
酒
や
茶
、

し
ょ
う
油
な
ど
を
真
剣
に
試
飲

し
て
い
る
人
が
目
立
ち
ま
し
た
。

期
間
中
、
講
演
や
子
ど
も
向

け
味
覚
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

キ
ッ
チ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
、
日
本

食
材
を
紹
介
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

和
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

で
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
発
酵

食
を
紹
介
。
福
島
県
人
気
酒
造

の
日
本
酒
、
新
潟
県
長
岡
市
た

ち
ば
な
本
舗
の
味
噌
、
静
岡
県

西
伊
豆
カ
ネ
サ
鰹
節
商
店
の
か

つ
お
節
と
、
潮
か
つ
お
の
生
産

者
が
、
食
材
の
生
産
方
法
や
食

べ
方
な
ど
を
、
写
真
や
試
食
を

一冬
え
て
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

海
外
メ
デ
ィ
ア
が
押
し
掛
け
、

立
ち
見
が
で
る
ほ
ど
で
、
参
加

者
は
、
健
康
食
と
し
て
の
発
酵
・

熟
成
や
乳
酸
菌
の
効
能
に
関
心

を
寄
せ
つ
つ
、
「か
つ
お
節
の
熟

成
香
、出
汁
と
味
噌
の
う
ま
み
、

日
本
酒
の
ふ
く
よ
か
さ
が
素
晴

ら
し
い
」
「と
て
も
繊
細
な
風
味

だ
」
と
の
声
が
挙
り
ま
し
た
。

子
ど
も
向
け
の
味
覚
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
協
会
本
部
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
、食
科
学
大
学

（Ｃ
い
いお
ユ
ぐ

Ｒ

”
財
一８
●
ｏ
ヨ
お

Ｘ
いのい
８
８

と
協
力
し
、
前
述
の
生
産
者
と

と
も
に
か
つ
お
節
、
味

噌
、
お
に
ぎ
り
の
試
食

体
験
を
。
世
界
中
の
参

加
者
と

一
緒
に
味
噌
づ

く
り
も
行
い
ま
し
た
。

「世
界
で
一
番
固
い
食

材
」
と
紹
介
さ
れ
た
か

つ
お
節
の
香
り
を
不
思

議
そ
う
に
確
か
め
る
子

ど
も
た
ち
、
自
身

で

削

っ
て
試
食
を
。
豆
味

噌
や
八
丁
味
噌
な
ど
味

噌
三
種
を
試
食
し
、
気

に
入
っ
た
味
噌
に
お
湯

を
足
し
て
ス
ー
プ
に
し
て
試
飲
。

隣
り
同
士
で
互
い
の
味
噌
ス
ー

プ
の
味
を
比
較
し
て
み
る
と
、

そ
の
違
い
に
驚
き
を
み
せ
た
り
。

お
に
ぎ
り
は
、
北
海
道
の
新
米

「な
な
つ
ば
し
」
を
紹
介
し
、
昔

味の箱舟プロジェクトの展示ブース。写真は世界中から集められた在来
種のカボチャとリンコ。カタツムリはス回―フードのシンボルマーク

日本酒に魅了された現地の有名レストランのシェフたち

「こんな形に握ったよ一」と見せてくれたお
にぎり、皆おいしそうに頬張っていました

酒造好適米とこうじについて、かつお節の歴史など和食の講演は、
2時間に及んだ
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テッラマードレ。キッチンで、北海道
と播磨の食材で色彩豊かな1皿を提供

な
が
ら
の
保
存
で
き
る
携
帯
食

と
し
て
説
明
。
子
ど
も
た
ち
は

握
り
な
が
ら

「お
米
を
こ
の
よ

う
に
食
べ
た
こ
と
が
な
い
」
「
こ

ん
な
形
に
な
っ
た
よ
」
と
賑
や

か
な
雰
囲
気
で
、
日
本
と
イ
タ

リ
ア
の
、
米
の
食
味
や
香
り
が

違
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

魚
を
燻
し
発
酵
熟
成
さ
せ
る

こ
と
で
固
く
な
り
、
宝
石
の
よ

う
に
輝
く
か

つ
お
節
に
変
身

し
、
出
汁
の
ウ
マ
ミ
成
分
と
な

る
。
ゆ
で
て
つ
ぶ
し
た
豆
が
麹

と
出
合
い
、
発
酵
し
て
味
噌
に

な
る
…
…
。
子
ど
も
た
ち
は
初

め
て
の
食
材
に
触
れ
、
形
や
香

り
、
味
に
驚
き
な
が
ら
も
、
興

味
を
も
っ
て
試
食
し
、
質
問
す

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

さ
ら
に
、
フ
レ
ン
ズ
北
海
道
と

兵
庫
県
播
磨
と
共
同
で
参
加
し

た
の
が

「
テ
ッ

ラ

マ
ー

ド

レ

・

キ

ッ
チ

だ

。

ア

ジ

ア

・
ア

フ

リ

カ

。
中
東
か
ら

集
ま

っ
た
シ
ェ

フ
に
よ
る
料
理

イ
ベ
ン
ト
で
、

５
日
間
に
わ
た

り
毎
日
４
交
代
制
、
２
時
間
で

１
０
０
食
を
提
供
し
ま
す
。
北

海
道
か
ら
は
新
米

「な
な
つ
ば

し
」
と
仲
間
が
生
産
し
て
い
る

襟
裳
昆
布
を
持
込
み
、
播
磨
の

食
材
を
合
わ
せ
、
押
し
ず
し
。

揚
げ
カ
マ
ボ
コ
。
鶏
肉
ひ
ね
ポ

ン
。
出
汁
、
そ
し
て
播
磨
の
日

本
酒
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
料

理
は
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
札
幌
の
塚

田
シ
ェ
フ
と
，
■
９
■
塚
本

シ
ェ
フ
、
播
磨
の
長
谷
川
シ
ェ

フ
な
ど
が
担
当
し
、
他
の
メ
ン

バ
ー
は
、
料
理
や
地
域
の
紹
介

や
、書
を
披
露
す
る
な
ど
サ
ポ
ー

ト
を
し
、
１
時
間
ほ
ど
で
完
売
―

多
く
の
方
に
召
し
上
が
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
昆

布
と
か
つ
お
節
の
出
汁
の
違
い

に
つ
い
て
、
酢
飯
や
し
ょ
う
油

の
味
付
け
へ
の
質
問
が
多
く
、

や
は
り
発
酵
食
材

へ
の
関
心
の

高
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

「地
域
の
伝
統
食
材
を
つ
く
り

続
け
て
い
る
生
産
者
を
支
え
、

喜
び
を
分
か
ち
合
お
う
」
と
、

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
の
カ
ル
ロ
。

一

　

‥

‘

ペ
ト
リ
ー
ニ
会
長
は
呼
び
か
け

ま
す
。
今
回
、
世
界
の
方
々
へ

自
分
の
住
む
地
域
の
食
材
や
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
発
酵
食
を
紹

介
す
る
場
を
い
た
だ
け
、
食
材

の
Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち

の
地
域
や
食
文
化
を
知

っ
て
も

ら
え
、
そ
れ
を
守
り
育
て
る
た

め
に
思
い
を
と
も
に
で
き
た
こ

と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ぜ
ひ

道
内
生
産
者
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
参
加
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。
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カル回・ペ トリーニ
会長

ス回―フード・フレンズ北海道とス回―フード播磨の仲間たち
合言葉は「テッラマードレ～母なる大地 !」

旅書人 おお まちかお り

プロフィール

道東標茶町生まれ、中学卒業までは道北幌延町で自然のなかで育つ。「地
賛地食」をテーマに農業・漁業・ワイナリー・チーズエ房など各地の生産
者巡りがライフワーク。生産者 (つ くり手)と 一般家庭 (食べ手)がより
身近になることを願い、新聞や雑誌・テレビ・ラジオなどでレポートを発
表。生産者 トーク会や訪問ツアーなども企画実施。調理師、北海道フード
マイスターの資格をもつ。ス回―フード・フレンズ北海道会員として国内
外の生産者とも交流を深めている。「新 札幌から行く産直ガイド」 (亜璃
西社)、 朝日新聞「ぶらり産地探訪」、農業新聞「北の農むら食」、自身の
ブログでも衣食住の身近な情報を発信中c http:〃 earthapple exblog ip/
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